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フェオは豊かさのルーンです。
「豊かさを種から育み、収穫し、それを分かち合い、再び種をまく」という、豊かさの循環も現しています。

ルーンアレイ正位置では、土から伸びゆく大木の様子を、ルーンアレイ逆位置では、冬に土の中で栄養を蓄
える根を示しています。

ルーンアレイ・フェオは、豊かさを育む事と受け取る事に対するブロックを探り、解消していきます。
さらに、フェオは、自分が持てる豊かさに対する認識力を養います。
あなたの人生において、豊かさが実っていても、あなたがそれを認識できなければ豊かさが無いのと同じで
す。その状態は、収穫した豊かさを人や世界と分かち合う事も叶わなくなってしまいます。
自分の人生における豊かさとは何かを認識し、その手で収穫し、そして、収穫の先にあるさらなる豊かさ‥
“分かち合うことで得られる豊かさ”‥まで収穫できるよう、フェオはあなたを導きます。

フェオの豊かさは、財産・時間・健康・愛・仲間・家族・才能・個人の性質・感性・環境など、あらゆる様
相を指します。

豊かさの種はあなた自身から産まれ、あなたの手で撒かれ、あなたが率先して育み、あなたがその手で収穫
していく‥あなたという存在がフェオそのものの源であるという事を教えてくれます。

正位置 逆位置
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★ルーンアレイフェオ：正位置

手順
＊「人生に実っている豊かさの認識を妨げるブロックはあるか。あるならそれはどんなものでどう解放する
と良いか。」

＊「私の人生で、今まで育んできた豊かさとは何か。」

＊「今実っている豊かさはあるかないか。あるならどんな豊かさで、どう収穫すると良いか。収穫した豊か
さを世界と分かち合うにはどうしたらいいか。」

＊「未来の収穫の為に、今まいておくと良い豊かさのタネは何か。」

上記 4つの内から、クライアントは自分が調べたいテーマを一つ選んで、小さな紙にそれを書く。
（三つ目と四つ目の質問は、一つ目の質問でブロックがある場合、情報をうまく受け取れない可能性がある。
その時は、一つ目の質問で判明したブロックを開放してから、三つ目と四つ目の質問を調べてみると良
い。）

・ワーク場と石の浄化、石と自分をチューニング。
・クライアントとプラクティショナーで一緒にセンタリングする。
・ファーデン或いはスーパーセブンを使ってお互いをチューニングする。
（LOVE-IS-IN-THE-EARTHに出てくる、他のチューニングに適したクリスタルでも良い。）
・レーザーワンド或いはMGMを使って、クライアントのシャクラをベースからクラウンに向かって開く。
・クライアントにサーキュラーブリージングを促す。その間に、クライアントの身体に対しフェオ正位置の
クリスタルアレイを組んで、エネルギーフローを発生させる。
・ファーデンと、質問内容を書いた小さな紙をサードアイに配置する。ファーデンのスレッドが体の中心線
に対して平行であるようにする。紙はファーデンの下に置く。
・クライアントの左側について、手を添えて誘導を始める。（お互いに楽な姿勢であるようにする。）
・意識をファーデンのスレッドを通してから、インナーセルフホームへ入るようクライアントを促す。
・インナーセルフに、ルーン文字フェオ正位置のファイルを出してくれるように頼むようクライアントを促
す。
・ファイルを渡されたら、ファイルの内容を読む。小さな紙に書いた事柄に関する情報が書かれている。
クライアントがファイルの内容を読んでいる間、プラクティショナーはクライアントが眠らないように声を
かける。しかし、カウンセラーのように内容を聞き出さないように気を付ける。
・ファイルの内容をクライアントが全て読んだら、ファイルを元の場所に戻し、インナーセルフにお礼を言
うよう促す。
・インナーセルフホームから出て、ファーデンのスレッドを通ってから、意識を頭に戻すよう導く。
・クライアントに、得た情報を紙に記録してもらう。
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★ルーンアレイフェオ：逆位置

手順
＊「私が持つ豊かさの種とは何か」

＊「私の豊かさの種をまくために、人生のどんな分野を耕しておくと良いか。そしてその方法はどうすると
良いか。」
（一つ目の質問をしてから、この二つ目の質問でワークを行うとより情報が深まります。）

＊「人生の豊かさを育むために、何をすればよいか。」

＊「私が一番得意な豊かさと不得意な豊かさはそれぞれ何か。そして、何故それが得意で何故それが不得意
なのか。得意なものをさらに伸ばすには、そして、不得意なものを改善するにはどうすればよいか。」
（“得意な豊かさ”は“豊かさの長所”、“不得意な豊かさ”は“豊かさの短所”と、同意です。）

上記４つの内から、クライアントは自分が調べたいテーマを一つ選んで、小さな紙にそれを書く。

・ワーク場と石の浄化、石と自分をチューニング。
・クライアントとプラクティショナーで一緒にセンタリングする。
・ファーデン或いはスーパーセブンを使ってお互いをチューニングする。
（LOVE-IS-IN-THE-EARTHに出てくる、他のチューニングに適したクリスタルでも良い。）
・レーザーワンド或いはMGMを使って、クライアントのシャクラをベースからクラウンに向かって開く。
・クライアントにサーキュラーブリージングを促す。その間に、クライアントの身体に対しフェオ逆位置の
クリスタルアレイを組んで、エネルギーフローを発生させる。
・ファーデンと、質問内容を書いた小さな紙をサードアイに配置する。ファーデンのスレッドが体の中心線
に対して平行であるようにする。紙はファーデンの下に置く。
・クライアントの左側について、手を添えて誘導を始める。（お互いに楽な姿勢であるようにする。）
・意識をファーデンのスレッドを通してから、インナーセルフホームへ入るようクライアントを促す。
・インナーセルフに、ルーン文字フェオ逆位置のファイルを出してくれるように頼むようクライアントを促
す。
・ファイルを渡されたら、ファイルの内容を読む。小さな紙に書いた事柄に関する情報が書かれている。
クライアントがファイルの内容を読んでいる間、プラクティショナーはクライアントが眠らないように声を
かける。しかし、カウンセラーのように内容を聞き出さないように気を付ける。
・ファイルの内容をクライアントが全て読んだら、ファイルを元の場所に戻し、インナーセルフにお礼を言
うよう促す。
・インナーセルフホームから出て、ファーデンのスレッドを通ってから、意識を頭に戻すよう導く。
・クライアントに、得た情報を紙に記録してもらう。
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